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知床半島を探る(2)

-ィ.マツ.の中の10日間

. C隊　高　橋　秀･男

20日起床　3時30分　出発5時30分

岬の段丘に密生したクマザサは､背丈と同長､昨日の

偵察隊の残されたわずかな痕跡をたよりに､山麓にせま

る原始林をめがけて進む､朝露で下半身は水に浸ったよ

うだ｡いよいよ標高200mの尾根への登りになる｡ミズナ

ラ､ユゾイタヤ､カシワ､イチイ､下草はシラネワラ

ビ､マイズルゾウ､ツタウルシ､チシャザサなどの中を

今日はできるだけ距離を穣せがねばならない｡昨日の偵

察折返点(標高200m)のピークに到着したのは6時20

分､ここからはナタとプッシュの闘いである｡

それでも早大4名の古いナ夕日や､更に400ni付近で

は庶路山岳会のブリキ板標識があったりして古くは道開

きがしてあるので､行動はさして困難とは思われない｡

ヨブスでゾウ､トガスグリ､ミヤママタタどのプッシ-

の中で､アレルギー体質で皮膚の弱い私にとって特に目

立つのは..ツタウルシで､それがわかって避けようと思っ

ても､ひどいブッシュの中で!･よその自由も与えられず､

体;こ怒れるにまかせるより仕方がない｡その結果は夜に

なって顔､手､足などに韮状が現われ､カユくてたまら

ない｡早稲田山の会がこの縦走の時に｢5人の中でこの

禍から逃れ得たものは皆無で､その後十数日間に亘り､

熟睡を妨げ､幾分行動は制約された｣と記している｡

けれども本隊でかぶれたものは私一人で､それもたい

したことなく幸いであった｡ここでもヒクマがオオウパ

ユリの根を掘ったあとがあり､藤沢隊員が豆腐屋より借

りて来たラッパが威力を発揮した､金切声のポイ･)スル

よりは趣があって愉快である｡ 400m位から我々の最も

苦手である-イヤツの顔がみえだす､これをできるだけ

避け､尾根通しにあるいは尾根を播きながら､小さない

くつかのピークを通過して600m蜂まで､距離にして約

4 K進み､わずか平坦な草地をデポ地点にきめた､デポ

する晶はクマを警戒して､缶詰､天幕､薬品など匂いの

ないものはかりで､簡単な穴に入れビニールシートで覆

い､その上:こ防虫剤を散布した｡一日行程4Kの山は北

アルプスでは容易に想像できない｡しかも猛烈なアルバ

イトにもかかわらず､水らしさものは一滴もなく､持参

した水だけでえとても足りず､水不足は苦痛であった｡

渡れ果てて･･･--その帰途思いがけないルパング島モト

キの小疎件が起きた｡藤沢､伊吹､竹節リーダーがグロ

スズメパテの巣をふんだらしく､鼻､脛などさされたの

である｡ ｢泣き面に蜂｣そのものである｡さらに薮蔭に

のたうちまわる蔓に幾度となく足払いをくあきれなが

ら､番屋についたのは6時近かった｡冷い湧水をボール

にくみガプガプのみはして､やつと生き返ったような満

足を覚えた｡それも束の間､夕食後明日の行動を考える

隊員の顔には憂うつな陰がただよっていた｡あらゆる悪

条件をこく服してただ前進あるのみである｡

予期していたことでも､さあ長期間の縦走に｢生命の

水｣が一滴もないとなると､悲壮な決憲で渇とブッシュ

の闘いにいどまねばならないであろう｡最大量の水の運

搬計画を立て､天水を期待し､最悪の場合には沢筋に水

を求めて行動を助けねばならないo
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知　床　坤　を　行　く　C　隊

21日　鋼乱はポリェチレンの袋に詰め

た水で満され､なお器という器はみなつ

めこまれ計18リットル､ 3日間という目

安で出発したのである｡はや200mの

ピークから渇きを覚え､流れ出る玉のよ

うな汗にたまらなく水がのみたい｡けれ

ども水の配当は限られているので植物

の実や一昨日の切株､三ブスマソウなど

の茎にたまった水を発見しては喜び､

ツーピッチに一回くらいの割合で配給し

て貰うコップ半分の水を唯一の楽しみと

した｡昨日のプッシュ刈が窓外に効を奏

し､デポ地に着いたのは2時｡汗をぬぐ

う間もなく竹蛾リーダー､伊吹隊員が明

日の偵察に出かける､救急薬品のブドウ

澱など注射液は水分補給に一役買ったo
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薫し暑く接苦しいその夜､みな空を見上げて

は面の降ろのを期待し､夜はウワ言に｢水がな

印し調弛れない｣と云う隊員もあって､後々

まで笑いの種になった〇両に神経を使っていた

竹端リーダーは､パラパラと云う音をいち早く

耳にし｢おーい､みんな雨だぞ｣その声に全員

はね起き外に出だが､何のただ翻濡ちた程陵

で密掘れている0 -両しょんぼりと渇いた口

を呼でぬらしてまたシエラーフにもぐりこん

だ｡忍耐が必要であったo

22日　4時起床　出発6時15分

酷気高に備えて大きく広げておいたビニール

シ_トには一滴の水も見られない｡北見側に這

ったイチイのプヅシ二をわけ､ここで･はじめ

て劉象していた広大な-イマツを根室側にトラ

バースしなければならない0 -イマツは長さ15

蕊三潔翠養璧基経瀦一翼/-`髄欝湾 劔劔剪�
千 � 道-I%ｲ�奉闔ｩ�"�

∴ ∴ 劔 ��i � 

B,.-::'i謙語 -｢.≡i燕 ･､凝議 ･':hJ 凵R ∴●i 羊､ (tt 俯｢�X��ﾒ�◆ "∴ ′∴∴ ��員ﾈ爾���ｨ爾��� 偃ﾔ坪耳耳爾�爾粫��

二一 

1:､N' ��� �� � 冕�ｨ爾���懇饗盛 剪� �� �6x�����J簫��i繋畿撥擁護鴬 ��ﾃ���
播 十一 ､､一一本/ ∵∴ 蓋ノーii.IZilI-i--I �� 咸���� 豫�?�� 刪鼈�.農÷ ��B���

I--撥; 言､ �"v几ｨ爾���ｶ鎚���･=it-1- ･一. ��剩ｾーくまノ議 `J1-.°潤.-;:; � 

･IS-_I.: i謎_` ��劔亦ﾒﾒﾘ��ﾗ"ﾒ�-二∴∴.書｢∴: � 

∴∴ ����十一細∴｢.｢∴∴稿∴ � 

∴∴∴∴∴: 几尼�剪���2ﾘ���ﾓ�甁�瑚 � 

a.i, � ��､一 発 � 佩��

◆ ��薫 刎�� 劔� 

-20m､高さ3m位に立ち､すごいのは径30cm

余り､内地のアカヤツが板這いになっていると

いっても大けさではないo以後隊員は｢立松｣という

ネームを与え脅威の的であった｡極北の寒冷な気候と海

津より絶えず吹きすさぶ風に適応した強執な､そして鋭

い枯枝をもつ-イヤツの原始林では人間は物の教ではな

い｡枝から枝へ間隙から間隙へと前に立ちふさがる枯

枝は容赦なく体刺し､衣服を傷つけ､青い枝は目の玉

にはねかえり､涙を況しての前進である｡もし枝を踏み･

はずせば､背中の大きなザックが-イヤツの枝にかかり･

人間は宙プラ‥になって人の助けを求めねはならぬこ

ともままあったe

ェネルキーの消耗の著しい割合に遅々として前進でき

ず､一時間の斗争の末､辛くも抜けでることができたo

ポロモイ岳(651m)は根室側を捲くことにし､エゾマ

ッ､ダケカ‥ミの障繁炭するツタウルシをかす､ギブ

シリつまった､ I.5mのチシャザサの中を直登し､ポロ

モイ岳と6400薄の鞍部に出た｡

ブッシュの中のフルノくイトは妊烈に水を欲求し､ 3日

間と予定した水も超過し､水が縦走成功の可否を握るだ

けに深刻な問題になって来たo途中､暑さで無駄な汗を

動くために､ 1時間ほど休息をとり4時30分アウシルイ

川に近い沢の源頭にテントサイドを設けたoなぜなら水

を縮れなければこれ以上縦走は疑問視させられたから

である｡明日は一一日停滞し､アウシルイ川まで水を求め

に行くことにしたoもし得られなければ海岸まで･･-｡

やはり沢筋だけあって薮舶載念深くつきまとい水源が

近いことが推測されて喜しい○用逢して来た防虫網や､

防虫剤は最大の効果を現わす0

23EI　5時40分　水源めざして湘Tjを下ること40分に

して｢おーい､水王水だ｣とトップの歓声が上り､小踊

りして喜んだ｡夢にまで見た水にありつけたのだ｡離類

が良く成育し､オオメシタなどシダの群落やオオブギが

林をなす､その陰に最高の水源が得られた｡今まで水が

ルサ川で釣れたイワナ

ほしくてたまらなかったのだが､いざとなるとなかなか

飲めないものでスープ､紅茶と手をかえ品をかえ､陵

につめられるだけつめ､更に持って来た器に2卵クトル

の水をとった.さあ元気ばでたし水不足は解消された0

11時20分テントを撤収し､ -ヤツの海にとびこんだ｡

I,(ヤツの密生しているところでは､日射がないため

か､その枯葉だけで下草はまったくない｡ときどきアス

ヒカズラ､ミツパオオレン､タカネスギカズラなどに限

られた下草がある｡ -ヤツ遭ぎの下りは､勧ゝら枝へ

とのりうつろスルレを味わいながら快調に進むことがで

きる｡このあたり5万分の1を開くと稜線より根室側は､

非常に開けているが､実はこの緩斜面は-イヤツとユゾ

マツのジャングルであり､ときどき間隙を作っているの

かダケカンバであるo 7861}一､ 760m鴨を捲き､ 952m峰と

のコルにダケカンバの繁る好適のキャンプサイトを発見

する｡今日から3日間､予定された発音筒を打ち上げる

節-日日であるoこの遠い鞍部でしかも風が手伝って知

抹池にいるB隊には及ぶまいと思うが､稲を少しでも軽

くしたいし､始めての好奇心もそそり､ 5時物凄い音響

とともに､大空高く向､煙の塊が二つ､鼠でオボーック

涜離IJl･.こ流された｡加味岳は雲をかぶり鼠も相当あり明日

の天気は心配だ｡

2拍　4時起床　案にたがわず朝から実行激しく規も

強く､ 5時境南はやって来た｡ 5時50分出発､ 952m蜂

を捲きはじめる〇両にびしよぬ九､その上視界5mのガ

スでは､証しいルートを兄いだすことはむづかしく､10時

行動lI{余りにして打切り､設営するo全身ズプぬれ､

休むと寒さが襲う｡早速石油ストーブで暖をとる｡水は

いくらあっても良い○停滞はしたけれど､めぐみの雨に

テント上のビニールシーツの潜水で飲料水､炊事用の水

はとれた｡夕刻より海結線が現われ､雲の合間にも青空

が､明日は晴れるぞと喜びに湧いた｡
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25日　起床4時20分

行動に移って間もなく､稜線にで-つくi)させられ

た｡と云うのは稜線通しば､イマツが薄く､孤のためだ

ろうか背丈も低い｡ガレが出ていたルて､今までのハ

ィマツに比べたら､登山道にでも比敵するような尾根

に､これなら相当時間が探せげろだろう｡ガレ揚近くに

は､エゾイソツツ･}･エゾツツジの散り終った中に､チ

シヤギキヨウ､イワヒゲなどが岩に付着していて､岬以

来はじめてのこの美しい高山植物に興味が引かれるo地

図の上では､この馬力とピッチで行けふ今日一口7--+,

て知床池まで足を延ばせるかもしれ-という明るい希

望がもたれるoがやはり道なき追放そう駆勘二はいかな

いo

やがて待望の992m蜂に立って眺聖をt-=しいままに

するこどができたo知床岳の握に班がるポロモイ台地､

その中に金魚の形をした知-を発見した時には本当に

恐慌-しお深いものがあったo計醜り進んでいたらB

隊は992nl峰まで道を切り開いていてくれるtiずであっ

たのか､どうも予定通り進行していなし､の.｡･:主部､か｡

もう一つの脚を越せば良いし､大半下りである｡今日

の行程17度､予定の5時には発音筒を打上げ辛口モイ

台地を目と鬼の先に､野営地を設けることができた｡

26日起床4時

早朝｢ヤツポー｣の声が姉の台地からこだまして来

た｡勘)の一本の発綱を合図に皆でテントをとび出し

略した｡ 2 ･ 3の人の群が-イ-ソの中を見えかくれ

しなから､我々を迎えに来てくれるのかよくわかる｡

B隊と喜びの合流をし､水と葉子の類を跡二つめ､我

技に我慢を重ねた-こ火をつけることもできた｡行動

2時間余にして､ついに8時､軸榛長､大醐隊長ら

と初聴破成功の感激の握手を交すことができた｡知喧嘩

に立って実に7日間､今水と/､イでツの勘､締ってみ

て､いかに自然は冷たく酢であることかo

高千穂商大も早稲田山の会謙路山岳会も､皆このハ

ィ<･ソと水とデッカイザックに詳しめられ完全縦走を果

し得ず､日本に〟未踏の地〟としてこん日まで曜一つ現

されてい･'tのである｡今田の心配され+=最難コーズこも

_,i船上つたの･,=｡その炊戦の-､ 7ノuI-tも涌な

シャツも単.=7,I.rJ.1証しか証言三どの語れかた､咽や

蘭の･･,,,+,jj･tど悪戦･･.･･ ,ゆ口々を物語っていTJT･･のよ･:,

T=｡この知事池､人呼んで亘-!ンチッ差池｣と称し

:=iナ雄.実,奈末据のしか-帥･}=･ Tj･阻砂肝-i,Ii､

JLiTLこそ､龍らその-二忠喜-圧する!,U:);)あ

る｡ - (マノ二間ま洋二湧-泣言ここに･,j'･し旧さ壷

畑星舌､ I棚にはグロ/tT,I-;i:ウシ､ニゾキスケ､ノルコ

アモモ､チシマノカアグラなどの羅細こ､最適のキャ

ンプサイトである｡がしかしあくま-謹話､小という

蝿の上であって､本多記陸｢この故が何んと頼ら

ぬ取廟麻の山の葉しい印象も蚊の即､握こ消されてし

まいそうだ｡名コックが作つT==･･ちそうをトイレの臭気

諒締ちたところに並べたようなもの封と｡

明日の計輔決った｡シニラーフも持たかサ7'ir'･,

クーつのL･;-i･･_畏縮<･･Ttき得る限i)の馬力とスピード1.I

剛的地′-)一間iくつこ高こ羅臼岳から縦走して来ている

A隊に合流するのである｡途中一組--,H'陣ツエルIif

ヅクにビニールシート､食樹か鞘障れたoメンバーは

少数融で蕗から山田リーダー､山池隊員･ C隊から

融合した嬢棚員と私､それに本多記者で轍された｡

27日　午組嘩0分　騨姪の知妹池を後にしたoウナ

ギべ川を遭って加点池に前進キャンプを出したB隊に

ょって､つ言ら-道を1時間でとはし､再び岬からの

縦走を胱っせる;I, i･ソブル-とび込んだoプヅシキ時

折切れ､ワタス〆､チシャコザクラの湿地に､その周辺

i,=taチング)I/ヘアナノツガサクラ､エゾノツカサクラ

など櫛池にも似たお花,鮎沢状の藩でまダケカンバ､ク

マイザサのぶき易いルートがところどころにあり､時間

は随分助かった〇滴で前景にカンた硫菰山の撥が

そそり､ふ川､えれ!ま､たった-カ所に残雪を持つ知床

岳､両サイ言--iJ一枚室-とオホーツク海が摘せ､半

島の中の山にいることを再認識する｡このピークに立っ

た時｢ヨカタプロ(タプリはアイヌ語で｢山｣の意

味､だから良い山と云う憩射こなる)と命名した｡妹

岬という地図を見て誰でも感ずることであるが海岸線を

除いで抽-I;.=ふまこと地名が少か｡時間のメモに

もしはし手まどうことがあったoそんなところから,,秘

境､知床･, 0--両えるが､その反面動､植物の採集

地を記録する上からどうしても重要-点には命名する

必要もあった3 1･-=床峠､ポロモイ台地なt･-････････,｡沢状

の瀧にピグー.･も歩き易いらしく湯気の立つ糞があ･')､シ

ラネワラとを揮し倒して逃げまつ繭跡が続いているo

今まで註持って殆んどといってよいくらい吹いたこ

とのない抗､登つも並ぶ糞を見て火か揮まいら壷
い椎柴殻するっijJ･-･t=トツー/-損つ-･その不安r-大き

く｢もしも∴)諒を考え壷､自縛は口にもつで､

かれる｡ミニニ/)I;･i･t･きしつヒク-紙活動も盛ん･'fDで

I.主_.ll-.,,/収受~こもる｡

出∵ワン一一itiJ･_i)､養った木から次の木-移る罷

れ:二･..･1.11･･-)と､こ:最鳥)証IくL(I I)鉦ナ三八
一,I_ ･星､ -,≡;=一十･･ ､,,:=･･._:-･翌/･く･･=落iiん<'み

器霊: :;三豊T/_+'j三･莞詳言7:
中一一･･_ ∴言二笠って二台を謀り蓮

トンメ･,---,-__乏け､ i.--- ･

塞_葦三-三三三･t._誓･･:;I:?_..:-豊
さと,-:-I I,･一･J･ノ完,)I.=･:itつT.I ･′六二i- i ′= I,:-i-,iJ享1 -2日

て輿,n二時ノ差-･,ら多少′ ,一日.=前｡･i無

胆か｡仕詰,,誹でも､ A-ニ-ン雄三所

くし壇と.) - ･･･ -以下:+,JD皇)切--高言詣くよ

っでまい巨と課し-樹海との-まできない言C

とえ背丈以上でもク-ササの時嶋し-例えようも
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なかった｡合硝冊亘の780mピークの-イ<･ソ台地を

3時間もかかって抜け､ルシャ川源流のコ小二裁くササ

の群落の中で.ま､もう足もとはが,らない蒔き霊ササ

にかくきれて胱たわる大木など目につく筈もなく､ピッ

チを上げていたトップが突然背負投を一本くわきれた｡

ヘットランプをたまりにルシャ(もともとルサとルシャ

はアイヌ語で｢ルエンヤニ｣涙-おりて行く道という愚

昧で語源は同じだが地図では根室側かサ､北見側をル

シャと記して区別している)の源流をオオブ牛につかま

i)ながら下りはじめたのが7畦0分｡ A隊のいるルサ川

コノンを電池と宙で真部ゆ地形をさぐる｡ 10時ルサ川つ

レについた｡ A隊の屯答なく山のようなヒグての糞と一

読こ火をあかあかと燃やしつつ､ゴロ寝である｡今日一

日の歩行15瞳､ 17暗闘0分の行動であった0

28日　起床4時

その臥キジ打ちに行った私はせゝらぎの中に意外な

音に鶏ろいた｡イワナが群がってピチヤピチヤやってい

るのを発見したからである○それを他の隊員に知らせた

ら｢サブ大変｣､ミヤで-シノ牛の枝などでイフナ釣り

に勘飯を忘れるしまつであるoそのはず､ 20分にして20

匹余りも釣り上げてしまうくらい人ずれのしていないイ

ヮナだった｡北7ノンブスの各々も､その昔はこんな状態

だったんだろうか､あえて外敵といえはヒグてくらいだ

ろう､私T=ちかデート見ていても逃:+.ない○あわてて逃
I.ナたとしても､石の下たたとわか詰ま､両手でつかめる.I

そのはな先-)iI虫の餌をまずてやるとバクl)とやる｡そ

れを上げるといったような繰りかえして内地のドジョウ

の如きである｡可愛らしい純辞なイワナの気治こもなっ

てこの処女地を永久･.=保護してやりか､ものTjo (自分

で:ま夢中で釣ってい

るの.こ) ,ンサ川コル

こ出るも.1隊に!ま会

う事はできなかったっ

もっともAl,㌫えーっ

南のコルて待ってい

たのて合流するはず

もなく､ 30日割),I.!､

小.蹄頂,i,･こ､'>問

暮し)()mの二　つ-ニース

犀-,i弓匪うるた.うに絡,-

;1句つで,､る｡ )-手

間常在;十品て良く
エー/享'一.

すべり､否､.人､._-.

〕＼､混三二､,7言ニJ-i:つ

てしまった,　　　　　〆

さてまたここでも

イワナt',I I)ノ高畠二三

I)悲霜､小三:よ滝.こ

就く用メート小心方･

の池にイワナか黒く

1酔っているっ釣-こじまった｡私は釣りといえば､

只一回コイを釣り上･.+･た経験しかないし､糸の結び方す

ら知ら和.｡ところ台ここ-｡!ま釣りのテクニックは問題

にならないし､私のような短気なものでも面白くてしか

たがない｡ただ糸に月I虫か紙切れ毛針を落してやれ

ば､何んの苦もなく必ず､釣れるのである｡サオは不

用､糸を手で持っていただけで充分oやがてコップエル

は一杯になり､昼はそれの塩焼に舌鼓をうった｡腕に覚

のある本多記者も｢釣りはふんいきを楽しんでつるのだ

が､ここでま全然興味弾勇いて来なかった｣といってい

た｡秘境〟知床〝の名に恥じ-イワナも豊富な資源開

発と相まって､観光′･知床〟が実現すればその時には､

この原始性に富んだ面影はみじんもなく消え去るのであ

ろうと残念でたまらないo

かくて予定通りの行動は全部終了し雨のため定期船が

でなかったB隊ぽ0日に連れだが､全員30日の夜には羅

臼に集結､採鯛の整理と梱柑こ終始した｡採集品は藻

類､苗類にはじまり､地衣､離若頭から高観物まで､

動物では微生物､昆虫､南榎類､鼠などあらゆる部門に探

査会隊員は縦走のかたわら活躍｡手当り次第集めた｡ま

た秘墳知床半島の全山縦走も果し得た｡今高等植物2000

点は大町i⊥膚博物館で整理されており､明年3月には採

集回錬招るように同定を急いでいる｡なお本稿を終る

にあたり､隊長福島博物教授を始め轍市立大学探査

会､同山岳部の諸氏並的こ市当局､博物館､公民館､教

育委員会､観光課の職員､さらに大町山の会の会員には

なみなみならぬご援助を得たので紙上をおかりして謹し

んでお礼申し上げます｡

(山博学芸員補)
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ソロウマイタチジグにちなんで

白馬岳といえば､わが国の高山植物の宝庫として知ら

れているのはし､うまでもないが､その範頼が豊富なこと

と同時に､それ等の植物の研究の歴史が長いことがあっ

てか､白馬岳ではじめて発見され命名された植物はこ

れまた他に比類かない.まとである｡これについでよ本紙

第3巻7号に書いた通りであるが､この今までの白馬岳

にゆかりの深い博物を通観するに､これらはすべて美し

い花をつける､いぼゆる高山植物のみであって､柄物す

べてで･..なかった｡私が10余年前､シダ植物に頻味を持

っようになって以来､これほど楢物が豊富でしかもここ

白馬をタイプにもつものが多いにかかわらず､なぜ他の

下等な種物についてはシロウマを名にもつものかないの

だろうか､こう不思議に思ったのも無理からぬことだっ

たと思う｡以来天然記念物指定地区内で採集こそできな

かったが､白馬に登るたびにシダ植物で何か変ったもの

があるのではなかろうかと､人目をしのんで一生惑命観

察したものだったo
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シロ　ウマイタチシダ

中　　村　　武　　久

しかし当時の私の知識千･は､新しいものを発見するど

ころか､すt･iこわかっている種類を正確に区別すること

さえなか駒岡難たったのである｡そして数年を過ぎ､

今からちようど5年前､ 1954年7月､東京の山仲間を白

馬岳に案内したおりのこと､白馬から鎚にで鑓温泉を経

て二股に下る途中､どこでかしらぬか､日頃のクセがで

たとみえ､シダの薬を一枚とり手にもっていた｡勿論こ

の時は登山Tj:ナてあり､桶物を見ようという心掛は毛頭

なかったので探ったものをどうするかすにもゆかず､結

局もっていたノートの間にそのシダを小さく折りたたん

で挟み持ち帰ったのである｡これが新種シロウマイタチ

シダJ)rJ･OpteriS Shiroun.ensiS Kurata et A-akam･Jraと

は勿論知るよしもなかったのだが､しかし､後に考えて

見ると､あゝして一枚のシタを大事に持ち帰ったという

ことは､多分少し変ったものだがと思って採ったに違い

ない｡ともかく帰ってからいろいろ検討して見かこ､今

まで知られている日本のシタでこれに当るものがどうし

てもない｡結局この途の節である東大の倉田先生のと

ころへ行き相談することになった｡ところが変りもの

ということがわかつても､たった一枚のしかも不完全

な擦本である｡そこで翌55年夏､完全な標本を得るた

めに詰腹に登って見たが､何分にもどこでとったのか

わからぬために遂に見つからず､そこで又同年9月再

度高腰人を試みた｡この時はようやく､鎚の雪渓まで

あとわずかという地点､標高約1500mあたりの草叢の

中に比較的大きな株となって点在しているのを発見し

た｡この時の畠は今なお忘れられないものとなってい

る｡このシタは一見北ア山中のブナ林下のいたるとこ

ろに見られるシラネワラビによく似ているが､細かな

部分について観察すると､やはり北ア山中に普通に見

るミヤでイタチシタにどっちかといえばよくにている

もの､写真で見てもわかるように葉の裏のツーラス

(粒状に見えるもの)が羽軸に沿って両側に一列に並

ぶなどいろいろな点で明瞭な特徴をもっている.分布

については､この白馬が第一の産地で､昨年の黒部調

査の際､御山谷出合で見つけ､これが第二の産地で､

現在のところいまだ他に産地を知らないoともかくも

これでようやく白馬岳のフロラにシロウマの名をもつ

下等な植物が一つ加えられたことは書しい限りである

はもとより､むしろこんな大きな立派な形状をもつシ

ダが今までになぜ発見さか.なかったのかと不思議に思

ぅくらいである｡思え直轄物研究の歴史の長い白馬岳

にもかく新しい植物がみつかったということは､なを

山容倹後･幽谷をきわめるここ北アルプス山中には､

まだまだ人知れず限りつづけている櫛物もいくつかあ

るに違いない｡　(山博学芸員東京農大付寓)
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イワナと云えだ､誰一人として知らない人はないでし

ょう｡しかし､実際に泳いでいるイワナを見た人は少な

いと思います｡一口にイヴナといっているこの魚も､こ

の道に入って長い間研究しておられる大島博士によれ

ば､日本には四壁類のイワナがいるそうです｡カラフト

イワナ､エゾイワナ､イヴナ､ミヤベイワナがそれで､

カラフトイワナは､別名オンヨロコマといい､樺太､北

海道のオホーツク海に画した川におり､エゾイワナは樺

太､北海道､それに本州では､日本

器嵩･霊'J:霊諾警　イ
通のもので､島根の高津､山口の岩

国､太平洋側でま和歌山､奈良県が

囲および南限のようです｡またミヤ

長沢

ペイワナはカラフトイワナと中間種で北海道に広く分布

しているそうです｡イワナといえば川魚の王様､平地に

は窪まず､山村や山の中の渓流で水温C18｡以下のとこ
-)に凄み､性どお荘なる半面､小心で神経の細かいとこ

ろがあります｡カニ,ンサンシヨウウ才､ -ど､さては友

唄いさえも辞せず､ -たん見つけた餌はおどりかかって

食いつき､一度くあえたら絶対に離さない｡何時も流れ

に向って餌の流れて来るのをうかがっているが､鳥の影

や人間の彫､足音だけでこの魚言語iiを喰わなくなってし

まいます｡ですからイワナ釣りの人は､白い着物を嫌

い､下流からしのび足で姿勢を低くして､長い竿で釣る

わけです｡イワナの喰物は､カゲロウの仲間､トビゲラ

の仲間､カワゲラの仲間などの幼虫が主で.夏には水上

に飛来するこれ等の成虫､甲虫､蛾類､アリの仲間など

広く捕食します｡

9月に入るとイワナはぼつぼつ産卵期となり､ 10月ま

で続きます｡流れのゆるやかな小

ワ　ナ　誤認書誌言霊筈

武　　霊蒜器詳言議等
つかりやせ細り､産卵で各館はす

っかり切れあわれた姿となります｡イワナはこのように

川で卵を産み､一生川で生活する魚ですが､実は大昔は

そうでまなかったようです｡

イワナは､サケやマスの仲間ですが､この仲間は北海

魚なのです｡日本にも氷河時代がありましたが､その頃

海から川に遡上して卵を生み､海に下ろというマスの~

種であったイワナがその後地球が暖かくなり､日本の近

海も水温が上って生活できなくなり､山奥の冷たい水の
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コサメピタキ
長　沢　修　介

ッバメの姿はもう稀にしか見られない様になり日毎に

木の葉が賞味を絡びてあふれるほどにぎやかだった森も

今は静まりかえって数えるほどしか鳥の姿も見られなく

なった｡多くの小鳥達はもう渡りを始めてわずかに残っ

ているのはスズメなどの相馬だけ｡気の早い親鳥か旅烏

などがぽっは'っ姿を現す此頃､この鳥は立派に職長した

離共々渡りの前の一時､釦あたりに一生懸命だ｡

かつて親鳥が渡って来た時は､この辺りはまだ木の葉

お出始める時で葉を作ったあの枝は雰吹きの頃でまんの

ちょっぴり黄祭の葉がのぞいている時だった｡そして夫

婦で協力してあの段にコケを集めて作った枝のコブの様

な巣に馬手を敷いて五倒しつ少きな苦味がかった灰色の卯

を産んだ｡それからの毎日は雨の日も暑い日も毎日卵を

措いた｡やがてかわいらしい雛がかえった.丁度あの枝

の葉がのびきった頃だった｡それから毎日卸運びに通わ

所にとじ込められてしまい(陸封され)今日のよう

な終生海に下らない魚ができてしまったのだと学者

はいっております｡ですからイワナは氷河時代の､

残存動物または､遺留動物でもあるといっておりま

す｡近年発電所のダムや､砂防堰堤ができて移動で

きなくなったり､彼等の棲む所が抜くなったことは

まことに残念なことです.

(山階調査員白馬村役場)

れ巣の困りの葉が暑い日射をさえぎってくれる頃苦労が

実りまだヨチヨチではあるが雛は巣立った｡その日から

雛を連れ毎日餌を教え敵を教え休む暇さえなかった｡

今立派に成長した雛を見て親鳥は考へる｡ ｢もう教え

ることは何もない｡体も一人前だ｡これから立だねばな

らない長途の旅にどうか最后迄無事であってくれるよう

に｣と･･･-･･･やがて彼等は秋と共に南-旅立ったo
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蔚類の見分け
平林昭一郎

暑い夏もまたたく-すぎ､ 1年を通じ最も快適な時

節となったo酵類の-は年中必要とされているが､特

にこれから翌春にかけで子のうの成熟するものかな

｡多いから､この時期の採集もぜひ行いたいものである｡

(5)ヨツバゴケ料ヨツ/くゴケ属の離類

ヨツバゴケ科の醇類の特徴ま､鐘紡ミ4個(まれに3

-6個)で薗蓋の組織から分離した多数の全細胞からで

きていることであるo

日本には､ヨツバゴケ､アy/オヤリの2g!･･(ヨツパ

ゴケ属)とブヨツ/くゴケ(つきツバゴケ属)の2廊3種

が知られている｡

ヨツバゴケは上部が鮮線色､下部は赤鴇色のため｢チ

キノアカゴケ｣ともいわれ､アルオヤl)とともにやや

薄暗い多湿の朽木上に生育しており､最も一般的な醗

である｡

種類の見分け方の要点は右表のとおりである｡ (引用

図書｢日本の翻｣ ｢日本隠花植物図盤｣ ｢岩波講座生

第3種郵便物認可

ヨ　ツ　バ　ゴ　ケi　アリ　ノ　オヤリ

褐色

悟色　　　藍i･#1.3 5品
さく柄半高さ1･3-2･Ocm　字形に膜曲下方は平

Iii･難､珊　鰹磐状突起

長く: a-く胞の約:I-.I

霧綴響誰'票i･.･基部の分れ方離幅議端華麗漂黒鯛
宙がよく発達してし
ら

離歯難､長く､鋭く､鰯接籍､

物学苔轍｣)　　　　　(学芸員)　　　　　･` ~

..I.I..".t-､.--.-...,､･●●､-●●"､●●●●●●○○●.●--.... ･●～..... I.,●-●.●●･●,●●●●.●●-●●"●●-.......-...-●●--.●●---.--.-●,I.--...--..-.-.～...-I....･一一一●一N～m_　一一_　　　.tJ●_ロ　L hh　′-.B日1　　　整う⊆1

●一

両日

憑;

'　までにご連絡下さい｡なお主に填示=-iしろものは､孤土

玩具､人形､特産品､お土産などで､ご一報あれば､要

項をお送りします｡

｢針ノ木自然国展｣針ノ木に関する観光､山岳､自然

などをいっさいを網羅し-ノ末吉:I:こ,,-･--デル山岳''を

かたどり､未来の自然園の鴻慾を蛮く予定です｡

｢自作スライド､ 8ミリコンター,シ｣-細､ら自作の

今年の文化祭
博物館､公民館､市役所､商工会議所､秋香会などが

中心になって華々しく閉経される,:/.<師文化の枠''を

集めた文化祭のシーズンが今年-汀で参｡打た｡た

かまその軸をすすめておi)ますふそ｡禍のあら

a L,をご紹介し､みなきんのこ協力･,I,辞=･･､と思います｡

｢ぉ国自慢民芸展｣最温ま虎芸フ一山〟とまでいか

れ､全国各地に民芸熱笑壷まって･?-･･:)まらこの議会に

全国各地の特色ある民芸品を-豊二葉･J:>･寅示しようと

いう企画をたてましたっこの収集･ま仝描道幅県､市町

村長あて依頼してありますが､ -二･･-,-:さんで収集され

ている方があ｡ましたら､期鞘中出品されるだけで綻糀

ですから､博物館｢お園鵬民=--･長一の孫ま-=10月20日

ぉ願い　本紙の購読ご希望のガ+-1カ年諾箆鮒7

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便巻島･

郵便切手で長野県大町市､大町山岳博物館あてご

送金下さいo　　　　　大町山岳博物館

スライド､ 8ミリを公募し､期間中一般公開し､審査し

ょぅというがです｡趣味を持つ方の多数応募を期待し

ます｡

資料寄贈(敬称略)
チウサギ1位白馬村松沢三郎､チウダイサギ1体

面安有明村下里農夫､フタロウ1位大町古館ノ内堀

距離台､アナグて1俸大町南平丸山菖美男､ヤマセ

ミ1位根本Tj?,･･:電源寅男､コネパ÷ 1優太河南上

中町福島国枝､ノス･) 1体北安八劉吉原･,'B末､ニ

ッヅグム++･= 1缶棲本電鉄遼山手遊､タヌキ3俸

松川酬弾道醒三握､ウソの卵3植大師五日町

小林茂､イタチ2位大町南平吉沢文事､ツ,こ} (白

化) 1辞大町盲詰.･'･iTL清水尊大

編集部から
ご愛読のはと?.･桐し上げます｡発子規来4年となり

ました｡この薮会にさらに内容､編集ともに→没と売笑

した綱にいT=し､みなぎんの坤と嘗物鮪-｣として育

成しか5-存じます詰--二㌶するこ惹見率-i･-

聖をぜひ博物館までお寄せ下きい｡

山と博物館舘4着第9号195時9月2弼発行

発　行　所　長野県大師iTEL(大町)

大町山岳博物館

印　刷　所　長野市岡田町176
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